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１　題　　材　　拍の流れにのろう

　　教　　材　　「風のメロディー」　　　　　　　平野祐香里作詞／鹿谷美緒子作曲

　　　　　　　　「『ペールギュント』第１組曲から 朝の気分」　　　グリーグ作曲　　

　　　　　　　　「友達シンドバッド」　　　　　　芙龍明子作詞／橋本祥路作曲

　　　　　　　　「せんりつづくり」

　　　　　　　　「まきばの朝」　　　　　　　　　文部省唱歌／船橋栄吉作曲

　  〔共通事項〕　リズム，旋律，拍の流れやフレーズ，８分の６拍子

２　指導計画（総時数９時間）

６　本　　時（３／９）

　⑴　目標

　８分の６拍子の流れに乗ったり，場面の様子を想像したりしながら聴くことができるようにする。

　⑵　評価規準

　８分の６拍子が生み出す曲想を感じ取ったり，楽器の音色やその響き合い，旋律の反復や変化

などによってつくられる楽曲の構造に気付いたりしながら音楽を聴いている。　【鑑賞の能力】

授業Ⅱ

４年２組　36名　指導者　　木　塲　幸　乃

音楽科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　鑑賞領域において比較する「思考スキル」，関連付ける「思考スキル」を用いた発問は，曲の

よさや面白さを感じ取ったり，友達と意見を交流したりする手立てとして有効であったか。
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　⑶　指導に当たって

　「つかむ」過程では， 既習教材曲を歌うことで，８分の６拍子の流れを意識できるようにする。

　「見通す」過程では，学習の進め方について話し合うとともに，鑑賞して感じ取ったことなどを

「曲のおすすめ」として紹介することを確認し，見通しをもって意欲的に鑑賞できるようにしたい。

　「追究する」過程では，８分の６拍子の特徴を感じ取らせるために，手や体を動かす活動や

拍子の異なる曲と聴き比べる活動を取り入れる。また，場面の様子を想像しやすくするために

『ペールギュント』の劇物語のあらすじと第１組曲の場面について知らせる。

　「磨き合う」過程では，曲全体を通して聴く活動を設定する。また，学習して感じ取ったこと

を交流する活動を充実させることで，一人一人の感じ方の違いを認め合い，拍の流れに乗ること

のよさやおもしろさを感じ取らせたい。

　「振り返る」過程では，めあてに沿って学習を振り返るとともに，本時の鑑賞曲に関連する曲

を紹介することで，鑑賞の活動に更に意欲をもてるようにする。

　⑷　本時の展開　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　　　　 指導の手立て　　※評価
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